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Ⅰ 緒言



Ⅰ 緒言

〇授業内容の質的課題

〇授業機会が少ない

〇指導方法への不安

〇道徳科授業への苦手意識

授業力量向上が難しい



Ⅰ 緒言

【研究の目的】

道徳科授業における教師の自己省
察の在り方について検討し，

授業力量向上のための具体的な方
策を提案



Ⅰ 緒言

【研究の手続き】
１．ツールを活用した自己省察の先行研究を概観する

２．研究仮説を立て，MTSSの開発を行う
※道徳科授業者自己省察シート（Moral class Teacher Self-reflection Sheet：以下，MTSS）

３．MTSSを活用した自己省察の影響を調査

４．調査結果に基づいて考察する



Ⅱ 研究基盤



Ⅱ 研究基盤 自己省察と自己評価について

自己省察
授業後に授業者としての自分を省みて，よかった点，改善点を見つけ出

し，教師として成長し続けるサイクルを確立していく営み

自己評価
授業力量を捉える視点を例示したものを基に，自己の授業力量を把握す

る営み

自己省察と自己評価の関係
自己評価したものを基に，自身の行為をふりかえり，その後の動機付け

まで考えることが自己省察である



Ⅱ 研究基盤
先行研究について
【既存のふりかえりツールの課題】

①自己評価にとどまる可能性

②方法論に陥りやすい可能性

③道徳科の特質にそぐわないものが多い



Ⅲ 研究仮説



Ⅲ 研究仮説

〇ルーブリックの有効性

【研究仮説】

「道徳科の特質に合わせたルーブリックに
よる自己評価とその結果に基づき自己の強
みと改善点を記述できる構成のツールを開
発し，自己省察を行うことで，道徳科にお
ける教師の授業力量が向上するであろう」



Ⅳ MTSSによる自己省察の提案
※道徳科授業者自己省察シート
（Moral class Teacher Self-reflection Sheet：以下，MTSS）



Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

【MTSSを活用した自己省察の方法】
※数値や記述は直接データに打ち込む（Excel）

①ルーブリックで自己評価を決定

②自己評価を可視化（レーダーチャート）

③「よかった点」「改善点」を記述。

詳しくは，
資料５頁を参照



Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

MTSS作成の手順 岸川ら(2019)

①リストアップ：授業力量の高い教師像についてリストアップする。

②グループ化と見出し付け：リストアップしたものをグループに分
け，見出しを付ける。

③小見出し付け：各グループを細分化し，小見出しを付ける。

④チェック項目の検討：評価の段階に応じた具体的な状態の記
述を作成する。



Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

評価 内容項目に対する深い理解 評価 物事を多面的・多角的に見る 評価 ねらいの明確性 自己評価達成率(%)

評価選択 評価選択 評価選択

２に加え，理解することについ

て具体的に記されている。

学習活動，理解すること，育てたい

道徳性の諸様相が含まれている。

２を満たしていない。

２に加え，該当内容項目に対す

る学級の実態を理解している。

学年段階に応じた指導の要点を

理解している。

２を満たしていない。
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学習内容を3つ以上述べること

ができる。

学習内容を5つ以上述べること
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Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

評価 子どもの発言に対する理解 評価 発言を共感的に受けとめる 評価 子どもを見る 自己評価達成率(%)

評価選択 評価選択 評価選択

3
2に加え，読み取ったことを授

業展開に組み込んでいる。

2
子どもの微表情を読み取ってい

る。

1
２を満たしていない。

3
２に加え，授業中に理解したこ

とを本人に確認している。
3

2に加え，全体に対しても共感的に

受けとめたことを共有している。

2
中心価値と関連価値の関係から

子どもの発言を理解している。
2

本人に対し，共感的に受けとめる言

葉を使っている。

1
２を満たしていない。

1
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Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

評価 表情 評価 立ち位置 評価 ジェスチャー 自己評価達成率(%)

評価選択 評価選択 評価選択

3
2に加え，感情豊かな表情を意

識している。
3

２に加え，全体と個を見とるこ

とを意識している。
3

2に加え，ジェスチャーを見た

子どもの反応を確認している。

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない

2
授業中，笑顔を意識している。

2
授業場面によって子どもとの距

離を意識している。
2

ジェスチャーによって，言語伝達の

サポートをしている。
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Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

評価 子どもの思考の文脈に沿う 評価 問い返し 評価 つぶやきを拾う 自己評価達成率(%)

評価選択 評価選択 評価選択

2
子どもの思考の文脈に沿い，発問を

調整している。
2

問い返しによって①共有化②顕在化

のどちらか一項目を満たしている。
2

つぶやきを1回以上拾っている。

3
２に加え，展開を調整してい

る。
3

２の項目全てを満たしている。
3

２に加え，個のつぶやきを全体

に広めている。

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない
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Ⅳ MTSSによる自己省察の提案

評価 色・形・矢印等 評価 まとめる 評価 表記 自己評価達成率(%)

評価選択 評価選択 評価選択

3
２に加え，実際にそれを運用で

きている。
3

２に加え，教師の言い換えになって

いないか子どもに確認している。
3

２に加え，教師の言い換えになって

いないか子どもに確認している。

板

書

0

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない

1
２を満たしていない

2
色・形・矢印等のきまりを決め

ている
2

複数の子どもの考えをまとめて

板書している。
2

子どもの考えを端的に板書できてい

る。



Ⅳ MTSSによる自己省察の提案



Ⅴ 研究対象及び研究方法



Ⅴ 研究対象及び研究方法
１ 研究対象
（１）研究実施校，学年，担任

Ａ県内Ｂ小学校
第5学年Ｃ組（男子12名，女子15名，計27名）
担任Ｄ教諭（教職3年目）

第3学年Ｅ組（男子21名，女子14名，計35名）
担任Ｆ教諭（教職9年目）

第2学年Ｇ組（男子18名，女子9名，計27名）
担任Ｈ教諭（教職11年目）

対象教諭は，教職経験年数1～3年目，4～10年目，10年目以上といっ
た3タイプからそれぞれ1名ずつ選定した。



Ⅴ 研究対象及び研究方法

２ 研究方法
MTSS活用による授業力量の変化を調査

〇SCD（Single Case Design）反転デザイン

〇介入は「助言を伴うMTSSを活用した自己省察の導入」

測定尺度
①子どもの授業内での総発話数

②ふり返りにねらいに係る内容を書いている人数の割合



Ⅴ 研究対象及び研究方法

２ 研究方法
MTSS活用による授業力量の変化に伴う
対象教諭の意識変容を調査

〇MTSS内自由記述における改善点の観察

〇半構造化インタビュー（全4回）
※得られたデータは，SCATを用い分析



半構造化インタビュー

1～3回目（第2期）
質問：うまくいったなと思った場面を教えていただけますか

4回目（第3期終了後）
質問①：自己省察シート活用前・後で， 授業に関わることでご自身に何

か変化はありましたか
質問②：自分の強み・改善点は発見できましたか
質問③：自己省察シート活用前・後で，授業中の子どもに変化はありま

したか
質問④：自己省察シートは，今後も活用できそうですか



Ⅵ 結果と考察



【子どもの総発話数】
介入効果量測定

Percentage of Non-overlapping 
Data(PND)
※0.8以上が非常に有効

D教諭（教職 3年目） 0.85
Ｆ教諭（教職 9年目） 0.57
H教諭（教職 11年目） 0.28

D教諭のみ介入が非常に有効

ベースライン期 介入期 フォローアップ期



【ねらいに係るふり返りの割合】
介入効果量測定

Percentage of Non-overlapping 
Data(PND)
※0.8以上が非常に有効

D教諭（教職 3年目）0.85
Ｆ教諭（教職 9年目）1.0
H教諭（教職 11年目）0.85

3名とも介入が非常に有効

ベースライン期 介入期 フォローアップ期



代表的なテクストデータ（改善点）
【1回目】（介入期）

〇道徳的価値についての理解
【2回目】（介入期）

〇オープンな発問を心掛けたい
【3回目】（介入期）

〇板書の色分け
【4回目】（介入期）

〇今回の教材は，登場人物の性格まで板書に残す必要がない
【5回目】（フォローアップ期）

〇内容項目の理解が乏しく
【6回目】（フォローアップ期）

〇子どもの考えをくみ取ることができない場面
【7回目】（フォローアップ期）

〇子どもの発言をうまく板書することができなかった

【8回目】（フォローアップ期）

〇子どもの考えをまとめて板書することができなかった。

担任Ｄ教諭（教職３年目） ＭＴＳＳ自由記述

基礎的知識

方法論

方法論

板書の意図

道徳的価値

子どもの思考

子どもの思考

子どもの思考

詳しくは，
資料8-9頁を参照



【MTSS内自由記述】

自由記述の変容について考察 （全８回分）

〇改善点の内容が子どもの思考の文脈
を考えるようになったこと

〇子どもの文脈でのふり返りは，授業者
に本質的な気付きをもたらすこと



半構造化インタビュー

（介入期）
〇MTSSを活用した自己省察が教師の意識を前向きにしていく傾向

にあること

（フォローアップ期）
MTSSを活用した自己省察は
〇授業構想，授業スキルや情意面に対して好影響を与えること
〇改善点を次への希望として捉えること
〇子どもの姿から実感を伴う自己省察を行うことで，本質的な気

付きをうむこと
〇継続して活用可能であること

詳しくは，
資料9-14頁を参照



Ⅶ 結論及び研究の限界と課題



Ⅶ 結論及び研究の限界と課題
１ 結論

MTSS活用による授業力量向上の試みは有効であるかについて，調査結果に
基づいて考察し，次の４点が導出された。

①授業力量向上につながること

②気付きの質を向上させること

③前向きな自己省察となること

④継続可能性が見られること



Ⅶ まとめと総合考察
２ 研究の限界と課題

今後の課題は次の2点である。

①最初から誰でも活用できるよう，説明書を
添付する等の工夫が望まれること

②研究の妥当性を高めるために，年間を通し
た長期データを取っていく必要があること
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